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平成２２年６月１５日 

 

報道関係者各位 

 

株式会社 共立総合研究所 

 

        

 

 

 

株式会社 共立総合研究所（岐阜県大垣市郭町2-25 取締役社長 牧野司郎）は、標題の調査結果を

取りまとめましたのでご紹介致します。 

 

    

≪≪≪≪要約要約要約要約≫≫≫≫    
 
     若者若者若者若者ののののクルマクルマクルマクルマ観観観観    

                

 

■ クルマクルマクルマクルマはははは、「、「、「、「ツールツールツールツール」」」」としてとしてとしてとして必要不可欠必要不可欠必要不可欠必要不可欠なななな存在存在存在存在！！！！    

    

          

■ プラスイメージプラスイメージプラスイメージプラスイメージ：「：「：「：「プライベートプライベートプライベートプライベートなななな空間空間空間空間がががが確保確保確保確保できできできでき、、、、行動範囲行動範囲行動範囲行動範囲がががが広広広広がるがるがるがる」」」」    

マイナスイメージマイナスイメージマイナスイメージマイナスイメージ：「：「：「：「購入購入購入購入・・・・維持維持維持維持コストコストコストコスト及及及及びびびび地球環境地球環境地球環境地球環境へのへのへのへの負担負担負担負担」」」」    

 

 

■ クルマクルマクルマクルマにににに対対対対してしてしてして、「、「、「、「デザインデザインデザインデザイン・・・・機能機能機能機能」」」」がががが第第第第 1111 のののの関心事項関心事項関心事項関心事項    

 

 

■ ハイブリッドカーハイブリッドカーハイブリッドカーハイブリッドカー、、、、電気自動車等電気自動車等電気自動車等電気自動車等のののの将来将来将来将来はははは、「、「、「、「環境環境環境環境へのへのへのへの配慮配慮配慮配慮」」」」プラスプラスプラスプラスααααがががが鍵鍵鍵鍵！！！！    

 

 

 

 

 

発表場所：名古屋金融記者クラブ、資料配布：大垣市政経済記者クラブ  

 

【本件に関する問合せ先：共立総合研究所 調査部（研究員） 羽田
は だ

 裕
ゆたか

 TEL 0584-74-2615】 

「「「「新入社員新入社員新入社員新入社員からからからから探探探探るるるる若者若者若者若者ののののクルマクルマクルマクルマ観観観観    ２０１０２０１０２０１０２０１０」」」」    
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調査概要調査概要調査概要調査概要    

    

    近年、「若者のクルマ離れ」という言葉をよく耳にするが、これは自動車産業が盛んな

当地域にとっては看過できない問題である。そこで今回は新入社員の「クルマ」に対する

意識を明らかにする設問を設け、現時点における「若者のクルマ観」を浮き彫りにした。 

 

 (1)調査対象：岐阜・愛知・三重・滋賀県所在の大垣共立銀行お取引先企業288社の新入社員  

(2)調査内容：2010年3 月18日～4月8日 

(3)調査方法：大垣共立銀行主催の新入社員研修会受講者(1,004名)に無記名方式で実施 

(4)回答者数:999人 (有効回答率99.5%) 

(5)回答者属性： 

  

 

全体 男性 女性

999名 544名 455名

21.1歳 21.1歳 21.0歳

最終学歴 高校卒業 34.9% 32.8% 37.4%

専門学校卒業 9.6% 10.9% 8.1%

短期大学卒業 5.8% 1.5% 11.0%

４年制大学卒業 46.0% 49.5% 41.9%

その他 3.6% 5.3% 1.5%

居住地 岐阜県 56.4% 59.0% 53.2%

愛知県 34.6% 32.6% 37.0%

三重県 1.4% 1.1% 1.8%

滋賀県 2.3% 2.8% 1.8%

その他 5.3% 4.5% 6.2%

業種 建設業 10.4% 13.8% 6.2%

製造業 40.8% 46.7% 33.5%

卸売業,小売業 16.7% 11.0% 23.9%

サービス業 10.9% 10.5% 11.5%

その他 21.2% 18.0% 25.0%

有効回答者数

平均年齢
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    「「「「新入社員新入社員新入社員新入社員からからからから探探探探るるるる若者若者若者若者ののののクルマクルマクルマクルマ観観観観」」」」                                                                                                

    

（（（（１１１１））））    運転免許及運転免許及運転免許及運転免許及びびびびクルマクルマクルマクルマのののの所有所有所有所有状況状況状況状況からみるからみるからみるからみるクルマクルマクルマクルマ観観観観        

～～～～若者若者若者若者ののののクルマクルマクルマクルマにににに対対対対するするするする必要性必要性必要性必要性はははは高高高高いいいい～～～～    

 

運転免許の取得状況をみると、回答者の91.2%がすでに取得済みとなっている。また残りの回答者

の7.0%が取得予定となっている（図表1） 

次にクルマの所有状況をみると、免許取得者（運転免許を取得済み及び取得予定）の61.5%がすで

に所有している（図表2）。 

また、免許取得者のクルマ購入予定をみると、クルマを所有していない免許取得者の52.3%が購入

予定となっている。さらにクルマを所有している免許取得者においても、35.5%が購入予定となって

いる（図表3）。 

「取得予定」を含めた免許の取得状況、また「購入予定」を含めたクルマの所有割合からみると、

当地域当地域当地域当地域におけるにおけるにおけるにおける若者若者若者若者はははは、、、、クルマクルマクルマクルマにににに対対対対してしてしてして必要性必要性必要性必要性をををを高高高高くくくく感感感感じているじているじているじていることが窺がえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表図表図表図表 1111：：：：運転免許運転免許運転免許運転免許のののの取得取得取得取得状況状況状況状況    図表図表図表図表 2222：：：：クルマクルマクルマクルマのののの所有所有所有所有状況状況状況状況（（（（免許取得者免許取得者免許取得者免許取得者））））    

 

図表図表図表図表 3333：：：：クルマクルマクルマクルマのののの購購購購入予定入予定入予定入予定（（（（免許取得者免許取得者免許取得者免許取得者））））    

61.5%

38.5%

所有している 所有していない

(n=975)

7.0% 1.8%

91.2%

取得している 取得予定 取得していない（取得予定もない）

(n=995)

35.535.535.535.5

52.352.352.352.3

64.564.564.564.5

47.747.747.747.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

クルマを所有している
(n=532)

クルマを所有していない
(n=371)

予定あり 予定なし
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（（（（２２２２））））クルマクルマクルマクルマ購入費用購入費用購入費用購入費用のののの許容範囲許容範囲許容範囲許容範囲 

～～～～    買買買買いいいい替替替替ええええ時時時時ににににワンランクワンランクワンランクワンランク上上上上のののの価格価格価格価格へへへへ～～～～    

 

クルマの購入にあたり、支払っても良いと思う費用を尋ねたところ、回答者全体では、「101～150

万円」（回答率35.3%）、「100万円以下」（同27.6%）の回答が多かった。 

    次にクルマの所有状況別からみると、クルマを所有していない回答者の 73.2%が 150 万円以下と回

答したのに対して、クルマを所有している回答者が 150 万円以下を選択した率は、38.9%にとどまっ

た（図表4）。 

    今回の調査から、クルマを所有しているか、所有していないかでクルマの購入費用に対して大きな

意識の違いがあることがわかった。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

図表図表図表図表 4444：：：：クルマクルマクルマクルマ購入費用購入費用購入費用購入費用のののの許容範囲許容範囲許容範囲許容範囲 

38.938 .938 .938 .9

11 .211 .211 .211 .2

27 .627 .627 .627 .6

34 .334 .334 .334 .3

27 .727 .727 .727 .7

35 .335 .335 .335 .3

14 .114 .114 .114 .1

22 .322 .322 .322 .3

17.017.017.017.0

4 .04 .04 .04 .0

12 .812 .812 .812 .8

7 .47 .47 .47 .4

3.53.53.53.5

16 .016 .016 .016 .0

7.07.07.07.0

5 .15 .15 .15 .1

10 .110 .110 .110 .1

5 .65 .65 .65 .6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クルマを所有しておらず、
購入予定

クルマを所有しているが、
購入予定

全  体

100万円以下 101～150万円 151～200万円 201～250万円 251～300万円 301万円以上

(n=980)

(n=188)

(n=198)



 5

（（（（３３３３））））クルマクルマクルマクルマをををを使用使用使用使用するするするする主主主主なななな目的目的目的目的 

～～～～    「「「「ツールツールツールツール」」」」としてとしてとしてとして必要不可欠必要不可欠必要不可欠必要不可欠なななな存在存在存在存在～～～～    

        

    「あなたがクルマを使用する主な目的は何ですか（3つまで選択）」と尋ねたところ、1位は「通勤」

（回答率74.7%）、2位は「買い物・用足し」（同69.2%）、3位は「友人・知人とのレジャー」（同61.7%）

となった。また、男女別にみても、主な目的はいずれも「通勤」、「買い物・用足し」、「友人・知人と

のレジャー」が中心となっている（図表5）。 

 以上より、若者にとってクルマは、まず日日日日常生活常生活常生活常生活をををを送送送送るるるる上上上上でででで欠欠欠欠かせないかせないかせないかせない存在存在存在存在であり、また人付人付人付人付きききき合合合合

いをいをいをいを円滑円滑円滑円滑にしにしにしにし、、、、レジャーレジャーレジャーレジャー等等等等にににに対対対対するするするする満足度満足度満足度満足度をををを高高高高めるためのめるためのめるためのめるための「「「「ツールツールツールツール」」」」としての位置付けが大きいこと

が窺がえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

図表図表図表図表 5555：：：：クルマクルマクルマクルマをををを使用使用使用使用するするするする主主主主なななな目的目的目的目的 

74.7
72.5

77.3

69.2
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(n=987)
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(n=450)
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通勤 買い物・用足し 友人・知人とのレジャー 個人の趣味

家族等の送迎 家族とのレジャー その他
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（（（（４４４４））））クルマクルマクルマクルマにににに対対対対するするするするイメージイメージイメージイメージ        

～～～～プラスイメージプラスイメージプラスイメージプラスイメージ：「：「：「：「プライベートプライベートプライベートプライベートなななな空間空間空間空間がががが確保確保確保確保できできできでき、、、、行動範囲行動範囲行動範囲行動範囲がががが広広広広がるがるがるがる」～」～」～」～    

～～～～マイナスイメージマイナスイメージマイナスイメージマイナスイメージ：「：「：「：「購入購入購入購入・・・・維持維持維持維持コストコストコストコスト及及及及びびびび地球環境地球環境地球環境地球環境へのへのへのへの負担負担負担負担」～」～」～」～    

     

  クルマに対するイメージを尋ねたところ、「行動範囲が広がる」（「思う」、「だいたい思う」を合わ

せた回答率99.1%）、「プライベートな空間」（同81.4%）、「運転自体が楽しい」（同78.3%）というプラ

スイメージが強い。反面、「購入・維持コストの負担」（同80.8%）、「地球環境への負担」（同66.0%）

というマイナスイメージを併せ持っていることがわかった。また、回答者の約6割が「単なる移動手

段」（同63.1%）として、クルマを捉えている。 

  さらに約7割の回答者が、クルマを「社会的地位の象徴」とは捉えておらず、若者にとって、クルクルクルクル

ママママはもはやはもはやはもはやはもはや憧憧憧憧れのれのれのれの存在存在存在存在でででではないはないはないはないことがわかる（図表6）。 

    

    

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

図表図表図表図表 6666：：：：クルマクルマクルマクルマにににに対対対対するするするするイメージイメージイメージイメージ（（（（全体全体全体全体）））） 

16.7

39.0

21.0

8.1

48.8

91.4

44.3

49.3

41.8

42.1

21.3

32.6

7.7

34.0

27.4
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26.8

45.5

15.5

18.0

6.6

4.6

10.1

25.2

3.6

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球環境への負担大

購入・維持コストの負担大

単なる移動手段

社会的地位の象徴

プライベートな空間

行動範囲が広がる

運転自体が楽しい

思う だいたい思う あまり思わない 思わない

(n=990)

(n=994)
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(n=992)

(n=991)

(n=992)
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（（（（５５５５））））クルマクルマクルマクルマにににに最最最最もももも求求求求めるものめるものめるものめるもの    

    ～～～～「「「「デザインデザインデザインデザイン・・・・機能機能機能機能」」」」がががが第第第第 1111 のののの関心事項関心事項関心事項関心事項～～～～    

「あなたが今後、クルマに求めるものは何ですか（1つだけ選択）」と尋ねたところ、1位は「デザ

イン・機能」（回答率 38.4%）であり、次いで「安全」（同 21.8%）、「利便性」（同 12.4%）との結果が

得られた。 

次にクルマの所有状況別で比較すると、クルマを所有している回答者では、圧倒的に「デザイン・

機能」が重視されている。これに対して、クルマを所有していない回答者では、「デザイン・機能」、

「安全」の2点が比較的重視されていると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表図表図表図表 7777：：：：クルマクルマクルマクルマにににに最最最最もももも求求求求めるものめるものめるものめるもの    
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（（（（６６６６））））ハイブリッドカーハイブリッドカーハイブリッドカーハイブリッドカー、、、、電気自動車等電気自動車等電気自動車等電気自動車等へのへのへのへの関心関心関心関心・・・・興味興味興味興味    

    ～～～～およそおよそおよそおよそ 3333 人人人人にににに 2222 人人人人がががが関心関心関心関心・・・・興味興味興味興味ありありありあり～～～～    

  

 「環境に配慮したハイブリッドカー（HV）、電気自動車（EV）等に関心・興味はありますか」

と尋ねたところ、回答者の62.5%が HV、EV等に関心・興味があるとの結果が得られた（図表8）。

クルマに対するイメージの設問「地球環境への負担」で「負担あり」（「思う」、「だいたい思う」

の合計）、「負担なし」（「あまり思わない」、「思わない」の合計）の回答別にクロス集計をする

と、地球環境に「負担あり」と考えている回答者の方が、「負担なし」と考えている回答者よ

り、HV、EV等への関心・興味が高かった（図表8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表図表図表図表 8888：：：：HVHVHVHV、、、、EVEVEVEV 等等等等へのへのへのへの関心関心関心関心・・・・興味興味興味興味（（（（全体及全体及全体及全体及びびびび地球環境地球環境地球環境地球環境へのへのへのへの意識別意識別意識別意識別））））    
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（（（（７７７７））））ハイブリッドカーハイブリッドカーハイブリッドカーハイブリッドカー、、、、電気自動車等電気自動車等電気自動車等電気自動車等のののの将来性将来性将来性将来性    

    ～「～「～「～「環境環境環境環境へのへのへのへの配慮配慮配慮配慮」」」」プラスプラスプラスプラスααααがががが鍵鍵鍵鍵をををを握握握握るるるる可能性可能性可能性可能性がががが高高高高いいいい～～～～    

 

 「あなたは今後、環境に配慮した HV、EV 等に乗りたいですか」と尋ねたところ、約半数の回答者が

「乗りたい」と回答した。これに対して約4割の回答者からは「わからない」との回答が得られた（図

表9）。 

 そこで新入社員が、「環境」という観点からHV、EV等に価値を見出しているのかどうかを簡単にみる

（図表 9）。地球環境に負担ありと考えている回答者の約半数（回答率 51.0%）が、「乗りたい」と回答

している。しかしながら、42.3%の回答者が「わからない」と回答している。反面、地球環境に負担な

しと考えている回答者でも 41.5%が「乗りたい」と回答しており、環境に対する意識によって、それほ

ど大きな差は出ていない。つまり、これらの回答者は「環境への配慮」という理由だけで HV、EV 等に

乗りたいかどうかを判断しているわけではないようだ。 

 以上より、HVHVHVHV、、、、EVEVEVEV 等等等等がががが選選選選ばれるばれるばれるばれる基準基準基準基準はははは必必必必ずしもずしもずしもずしも「「「「環境環境環境環境へのへのへのへの配慮配慮配慮配慮」」」」だけではないだけではないだけではないだけではないことが窺がえる。つま

り、「「「「環境環境環境環境へのへのへのへの配慮配慮配慮配慮」」」」プラスプラスプラスプラスααααがががが今後今後今後今後のののの HVHVHVHV、、、、EVEVEVEV 等等等等のののの普及普及普及普及にはにはにはには大大大大きなきなきなきな鍵鍵鍵鍵を握っていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表図表図表図表 9999：：：：HVHVHVHV、、、、EVEVEVEV 等等等等にににに対対対対するするするする意識意識意識意識（（（（全体及全体及全体及全体及びびびび地球環境地球環境地球環境地球環境へのへのへのへの意識別意識別意識別意識別））））    
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全体
(n=990)
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（（（（８８８８））））小小小小    括括括括    

 今回のアンケート調査から当地域における若者は、クルマに対して必要性を高く感じていることがわ

かった。しかしながら、クルマに対する意識は、「憧れ」や「ステータス」といったものではなく、日日日日

常生活常生活常生活常生活をををを送送送送るるるる上上上上でのでのでのでの必需品必需品必需品必需品、、、、またはまたはまたはまたはレジャーレジャーレジャーレジャー等等等等にににに対対対対するするするする満足度満足度満足度満足度をををを高高高高めるためのめるためのめるためのめるための「「「「ツールツールツールツール」」」」として位置付

けられていることがわかった。 

 また、今どきの若者にとって、HV、EV等を選ぶ基準は「環境への配慮」という理由だけではないこと

が明らかになった。「環境への配慮」はHV、EV等にとって基本的なものであり、これだけで存在価値を

高めることは難しい。将来性将来性将来性将来性をををを考慮考慮考慮考慮するとするとするとすると「「「「環境環境環境環境へのへのへのへの配慮配慮配慮配慮」」」」プラスプラスプラスプラスααααのののの付加価値付加価値付加価値付加価値が求められている。 

 

以 上 


